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入場時の検温や手指消毒、マスクの着用等、ご協力お願い致します
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ぶ
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築
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れ
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造
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０
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０
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主
屋
や
蔵
、
門
、
塀
な
ど
計

８
件
が
登
録
と
な
っ
た
。
主

屋
は
江
戸
後
期
の
建
築
で
旧

家
の
風
格
を
示
し
て
い
る
。

蔵
は
大
谷
石
を
用
い
た
大
正

時
代
の
建
築
。
門
や
塀
は
主

屋
と
同
時
期
の
も
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で
、
い

ず
れ
も
集
落
の
歴
史
的
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を
つ
く
っ
て
い
る
と
評
価
さ

れ
た
。
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、
絵
画
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。
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５
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２
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、
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れ
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れ
る
。
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荷
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・
拝
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が
国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
３
月
６
日
に
は
旧

長
島
家
住
宅
主
屋
な
ど
が
国
登
録
有
形
文
化
財
と

な
っ
た
。貴
重
な
地
域
の
宝
を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

主屋

米蔵

表
門

本殿外観（左）と本殿内部の装飾（東松山市提供）

毎月1回発行の
お知らせ

　日ごろより埼北よみうりをご愛

読いただき、誠にありがとうござ

います。

　埼北よみうりは、昭和 53 年 1

月に創刊以来、46 年にわたり埼

玉県北部の情報源として微力なが

ら力を尽くしてまいりました。

　しかし新聞を取り巻く環境が大

きく変化するなど諸般の事情によ

り、従来の月 2 回発行から 4 月

より月 1 回の発行に変更させて

いただきます。

　ご愛読者の皆様にはご迷惑をお

かけすることを心からお詫びする

とともに、1日も早く月 2回の発

行に戻せるよう鋭意努力してまい

りますので、引き続きのご愛顧、

ご支援をよろしくお願い申し上げ

ます。

埼北よみうり新聞社

社告


